
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
第５回 8 月 1 日（火）13:30～14:45

 
 

歴史講座 

 

「了春寺地蔵と本源寺地蔵の由来 

～米子三十六地蔵選定に寄せて～」
 

講   師
元新修米子市史編さん協議会専門委員 

浜 田　幸 夫　氏
 講師略歴：平成 14 年読売新聞大阪本社退職。平成 14 年新修米子市史編さん協議会現代部会専門委員。

平成 19 年よなごの宝選定実行委員会委員。平成 20 年新修江府町史編纂委員。平成 21 年米

子市水道 80 年史執筆。平成 22 年よなごの宝実行委員会副代表。 

  
この度は「啓成公民館がくゆう会」の歴史講座で、不肖私めに講演をさせて頂くことになり、ありがと

うございます。私は『新修米子市史』や『よなごの宝八十八』の編さんに従事し、そこで得た知見を基に、

地域の隠れた歴史文化について謎解きをしながらお話をさせていただきます。（浜田） 

 

【講演要旨】　米子三十六地蔵に選定された 

了春寺地蔵と本源寺地蔵にスポットを当てます。 

◇了春寺 

１、亀島（清洞寺岩）の歴史 

２、了春寺地蔵の成り立ち 

３、亀趺(きふ)（亀の形をした台座）に建つ謎 

４、亀趺のいろいろ 

◇本源寺地蔵 

１、本源寺は了春寺の末寺 

２、事物から見た本源寺の所在 

３、地域が守るお地蔵さん

新聞記者数え歌（講師さんの現役時代） 

一つ　一人で書くのを　特ダネ原稿と申します 

　　　　　　　　　　　　　　　　　意気が弾みます 

二つ　二人で書くのを　手分け原稿と申します 

　　　　　　　　　　　　　　　　　段が入ります 

三つみんなで書くのを　発表原稿と申します 

　　　　　　　　　　　　　　　　　行数同じです 

四つ　夜中に書くのを　泊まり原稿と申します 

　　　　　　　　　　　　　　　　　酒が滲みます 

五つ　いつも書くのを　得意原稿と申します 

　　　　　　　　　　　　　　　　　メモはいりません 

六つ　無理やり書くのを　捏造(ねつぞう)原稿と申します 

　　　　　　　　　　　　　　　　　後が祟(たた)ります 

七つ　泣く泣く書くのを　抜かれ原稿と申します 

　　　　　　　　　　　　　　　　　涙滲みます 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


